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主催：株式会社 能のHana
協賛：埼玉県蓮田市教育委員会 芸術文化振興基金助成事業



SS：10,000円　S：8,000円　
 A： 6,000円　  B：4,000円　
          ＜学生 各 2,000 円引き＞
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SS
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奥川 恒治プロフィール
( 公社 ) 観世九皐会会員
(公社 ) 能楽協会会員
重要無形文化財(総合指定 )
蓮田市教育専門推進委員
三世観世喜之に師事
華友会主催
2006年奥川恒治の会発足
主な活動実績
1993年「石橋」披演
1994年「猩々・乱」披演
1999年「道成寺」披演
2001年  イギリス・スコットランド公演に参加
2006年  国立若手能にて「野守」を勤める
　　　　 第 1回奥川恒治の会にて「弱法師」上演
2007年  第 2回奥川恒治の会にて「隅田川」上演
2008年  第 3回奥川恒治の会にて「井筒」上演
2009年  第 4回奥川恒治の会にて「山姥」上演
2010年  第 5回奥川恒治の会にて「道成寺」再演
　　　　 九皐会百周年記念公演にて「花筐」上演
2011年  第 6回奥川恒治の会にて「望月」披演
　　　　 能を知る会にて「鉢木」上演
2012年  第 7回奥川恒治の会にて「松風」上演
2013年  九皐会別会にて「烏帽子折」上演

FAXお申し込み票
必要事項をご記入の上、このちらしをそのままFaxでお送りください。【Fax 03-5346-3957】

お名前

お申し込みチケット

ご住所 お電話

SS：　　枚（学生　  枚）　　S：　　枚（学生　  枚）　　A ：　　枚（学生　  枚）　　B：　　枚（学生　  枚）　　

あ
ら
す
じ

こ
の
度
は
﹃
つ
な
ぐ
﹄
を
テ
ー
マ
に
上
演
致
し
ま
す
。

﹁
橋
辨
慶
﹂
出
会
い
か
ら
﹁
安
宅
﹂
都
落
ち
ま
で
、

一
つ
の
歴
史
と
な
っ
た
義
経
と
辨
慶
を
つ
な
ぐ
物
語
。

﹁
吉
野
静
﹂
は
義
経
、
忠
信
、
静
へ
と
つ
な
が
り
、

﹁
樋
の
酒
﹂
は
奇
想
天
外
な
つ
な
が
り
を
ご
覧
戴
き
ま
す
。

﹃
人
﹄﹃
心
﹄﹃
意
気
﹄
を
﹃
未
来
﹄
へ

■チケット申込 ＜発売日 6月25日（火）10時より＞

観劇ポータルサイトオンラインチケットサービス　

ＷＥＢ予約　http://confetti-web.com/
電話予約　 カンフェティチケットセンター
    0120-240-540（受付時間 平日 10：00～18：00）

能のHana事務局　090-6176-0848（受付時間 10：00～20：00）
観世九皐会事務局　03-3268-7311 （受付時間 10：00～17：00）
奥川恒治HP
　「能のHana」http://www.nohnohana.com 

第八回 奥川恒治の会「安宅」

狂
言
「
樋
の
酒
」

主（
ア
ド
）は
留
守
に
な
る
と
酒

を
盗
み
飲
み
す
る
太
郎
冠
者（
シ

テ
）と
次
郎
冠
者（
ア
ド
）に
な
ん

と
か
酒
を
飲
ま
れ
な
い
よ
う
に

と
、二
人
に
別
々
の
蔵
の
番
を
命

じ
ま
す
。主
は
安
心
し
て
出
掛
け

る
の
で
す
が
、
お
と
な
し
く
留
守

番
を
す
る
二
人
と
は
到
底
思
え

ま
せ
ん
。
さ
て
二
人
は
い
か
な
る

事
を
は
じ
め
ま
す
や
ら…

。

H
inosake

能
「
安
宅
」

義
経
を
追
う
兄
頼
朝
は
、
義
経

主
従
が
偽
山
伏
と
な
っ
て
陸
奥

の
藤
原
秀
衡
の
元
へ
向
う
こ
と

を
知
り
、
国
々
に
新
関
を
作
り

山
伏
を
詮
議
し
ま
す
。

加
賀
の
国
安
宅
の
湊
で
も
関
守

富
樫（
ワ
キ
）が
、山
伏
を
選
び

出
す
よ
う
に
供
の
者（
ア
イ
）

に
言
い
付
け
て
い
ま
す
。
十
二

人
の
山
伏
と
な
っ
た
義
経
主
従

（
シ
テ
・
子
方
・
ツ
レ
）が
、
安
宅

の
湊
に
や
っ
て
来
ま
す
。
物
見

の
強
力（
ア
イ
）の
報
告
で
厳
し

い
様
子
を
知
っ
た
辨
慶
は
、義

経
を
従
者
に
仕
立
て
関
に
入
り

ま
す
。
山
伏
問
答
を
聞
か
せ
、

辨
慶
が
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
る

も
の
の
富
樫
に
見
咎
め
ら
れ
、

辨
慶
は
義
経
を
下
人
の
如
く
打

ち
据
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
詰
め

寄
る
富
樫
に
、一
行
は
つ
い
に
刀

に
手
を
掛
け
押
し
寄
せ
る
と
、

さ
す
が
の
富
樫
も
そ
の
迫
力
に

負
け
、通
す
の
で
し
た
。
関
を
離

れ
る
と
、辨
慶
は
涙
な
が
ら
に

義
経
の
不
運
を
嘆
き
、詫
び
ま
す
。

そ
こ
へ
富
樫
が
先
程
の
非
礼
の

詫
び
に
と
酒
を
持
っ
て
再
び
現

れ
ま
す
。油
断
な
く
構
え
て
い

る
主
従
の
中
で
、
辨
慶
は
舞
を

舞
い
富
樫
の
隙
を
付
い
て
、一
同

疾
風
の
如
く
立
ち
去
り
ま
す
。

A
taka

国立能楽堂
東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-18-1　 03-3423-1331（代）
http://www.ntj.jac.go.jp/nou.html
・JR（総武線）千駄ヶ谷駅下車・徒歩5分
・都営地下鉄（大江戸線）国立競技場駅下車　A4出口・徒歩5分
・東京メトロ（副都心線）北参道駅下車　出口1・徒歩7分

新宿御苑

国立能楽堂

首都高速４号
JR千駄ヶ谷駅

北参道駅

東京体育館
津田
ホール

国立競技場駅

中
森
健
之
介

地
　
謡  

駒
瀬
　
直
也

弘
田
　
裕
一

中
森
　
貫
太

中
森
健
之
介
　
中
森
　
貫
太

地
　
謡  

谷
本
　
健
吾
　
弘
田
　
裕
一

馬
野
　
正
基
　
観
世
　
喜
正

伊
藤
　
嘉
章
　
駒
瀬
　
直
也

　
　
　
　
加
藤
　
眞
悟

後
　
見   

観
世
　
喜
之

　
　
　
　
永
島
　
忠
侈

大
　
鼓  

安
福
　
光
雄

小
　
鼓  

鵜
澤
洋
太
郎
笛  

一
噌
　
隆
之

強
　
力
　
野
村
　
万
蔵

従
　
者
　
野
村
　
万
禄

源
　
義
経
　
奥
川
　
恒
成

同
行
山
伏
　
遠
藤
　
喜
久 

　
　
　
　
坂
　
真
太
郎
　
遠
藤
　
和
久

　
　
　
　
鈴
木
　
啓
吾
　
桑
田
　
貴
志

　
　
　
　
佐
久
間
二
郎
　
小
島
　
英
明

　
　
　
　
永
島
　
　
充
　
中
所
　
宜
夫

富
樫
の
某
　
宝
生
　
閑

武
蔵
坊
辨
慶
　
奥
川
　
恒
治

勧
進
帳

滝
流

終
演
予
定
　
午
後
四
時
三
十
分
頃

能
　 

安  

宅

〈
解
説
〉   

             

葛
西
　
聖
司 

狂
言  

樋
の
酒   

太
郎
冠
者   

野
村
　
万
蔵

次
郎
冠
者
　
野
村
太
一
郎

主
　
　
　
野
村
　
万
禄

吉
野
静
　  

静 
      

観
世
　
喜
之

橋
辨
慶   

武
蔵
坊
辨
慶  

観
世
　
喜
正

　
　
　
　
　
　    

牛
若
丸
　
　   

井
ヶ
田
有
紀

仕
舞   

ク
セ

休
憩
十
五
分


